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美
瑛
町
、
赤
井
川
村
、
標
津
町
、
鶴

居
村
、
京
極
町
、
黒
松
内
町
が
平
成
の

大
合
併
に
抗
し
フ
ラ
ン
ス
を
範
に
し
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連

合
に
加
盟
。人
口
１
万
人
以
下
、景
観
・

環
境
・
文
化
の
地
域
資
源
を
活
か
す
活

動
で
な
に
も
な
い
か
ら
「
あ
る
」
へ
。

　

発
行
枚
数
と
配
達
に
10
億
枚
も
の
乖

離
。
正
月
の
楽
し
み
の
裏
に
年
賀
状
を

自
費
で
買
い
取
る
「
自
爆
営
業
」。
今

や
人
口
減
少
・
デ
ジ
タ
ル
時
代
、
需
要

は
減
少
。
契
約
社
員
は
「
売
れ
な
け
れ

ば
ク
ビ
だ
」
と
聞
こ
え
た
。
利
益
第
一

主
義
が
非
正
規
労
働
者
を
使
い
捨
て
る
。

３日㈫　改憲を許すな！12.８北海道集会（札幌市）
４日㈬　�STOP THE格差社会！暮らしの底上げ実現

12.4総決起集会（札幌市）
７日㈯　�連合北海道「第６回就活応援セミナー」（札

幌市）
12日㈭　自治労本部2014春闘討論集会（～13日東京）
14日㈯　「核のない世界へ」講演会（札幌市）
17日㈫　第６回執行委員会（札幌市）
19日㈭　道本部組織強化・拡大行動委員会（札幌市）
20日㈮　第１回合同専従者会議（札幌市）
21日㈯　道平和Ｆ第５回憲法問題講座（札幌市）

12月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

国会前で廃案を訴えた＝11月25日、東京都

250人が参加した憲法講座＝11月21日、自治労会館
安倍政権の問題点や今後の課題を解説した、山口教授（写真右下）

今年で28回目となる幌延デー、約800人が参加した＝11月23日、幌延町

雨の中集会が行われ、特定秘密保護法案の廃案を訴えた＝11月18日、札幌市

第 ４ 回
憲法講座

11・23幌延デー北海道集会 「
特
定
秘
密
保
護
法
案
」の
廃
案
を
求
め
る
緊
急
集
会

幌延、泊、大間
を止めよう

認
め
な
い
！
国
民
支
配
の
法
案

民
主
党
を
中
心
に
対
抗
勢
力
の
結
集
を

2013秋期闘争
2013賃金確定闘争に関わる道内状況

2013賃金確定闘争11月27日現在の状況
（いずれも妥結予定も含む）

1－2012人事院勧告関係（昇給・昇格制度見直し）
　　提案なし・継続協議� 71単組

2－現給保障措置の継続　継続・継続協議� 46単組

3－雇用と年金の接続
　　（来年度からの再任用制度運用の確認）� 101単組

※�上記の数字には、北海道、札幌市は含まない。

2014道本部青年部春闘討論集会

場所：札幌市・自治労会館

とき：2013年12月21日㈯ 13：00～22日㈰ まで12：00

道本部2014国民春闘討論集会

１日目
２日目

※参加の申し込みは、道本部賃金労働部に12月26日㈭まで

※参加の申し込みは、各地方本部青年部に12月２日㈪まで

場所： 札幌市・自治労会館
京王プラザホテル

とき：2014年１月10 11～日㈮ 日㈯

き
参
議
、
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の

鎌
田
慧
さ
ん
、
日
体
大
・
清

水
教
授
ら
も
駆
け
つ
け
激
励

し
た
。

民
党
は
弱
い
人
に
憎
悪
を
む

け
、
農
業
、
地
方
に
攻
撃
の

刃
を
む
け
て
い
る
。
競
争
原

理
主
義
を
全
面
展
開
し
国
家

を
私
物
化
す
る
動
き
に
対
し

て
、
国
民
が
納
得
し
た
社
会

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
い

か
に
日
常
化
す
る
か
が
必
要

だ
。
今
後
、
安
倍
・
自
民
党

政
権
と
対
決
す
る
構
え
を
つ

く
り
、
民
主
党
を
中
心
に
穏

健
リ
ベ
ラ
ル
対
抗
勢
力
を
結

集
し
よ
う
」
と
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、
山
口
二
郎
・
北

海
道
大
学
教
授
が
「
民
主
政

治
の
危
険
を
ど
う
凌
ぐ
か
」

と
題
し
て
講
演
し
「
今
の
政

治
は
危
機
的
状
況
。
特
定
秘

密
保
護
法
案
は
、
み
ん
な
・

維
新
の
裏
切
り
で
可
決
の
見

込
み
。
憲
法
改
正
の
危
機
も

現
実
の
も
の
に
な
っ
た
。
自

ム
・
江
本
代
表
が
「
安
倍
政

権
の
あ
り
よ
う
に
恐
ろ
し
さ

を
感
じ
る
。
民
主
政
治
の
危

機
的
状
況
を
ど
う
す
る
か
、

と
も
に
考
え
合
い
た
い
」
と

述
べ
あ
い
さ
つ
し
た
。

ん
は
、「
大
間
に
は
、
燃
料
容

器
は
入
っ
た
が
燃
料
棒
は
入

っ
て
い
な
い
。
原
発
で
は
な

く
、
た
だ
の
施
設
。
幌
延
も

廃
棄
物
は
入
っ
て
い
な
い
た

だ
の
施
設
。
止
め
る
こ
と
は

で
き
る
と
信
じ
て
い
る
。
幌

延
は
大
間
と
同
じ
。
思
い
は

一
つ
。一
体
に
な
っ
て
幌
延
、

泊
、
大
間
を
止
め
よ
う
」
と

激
励
し
た
。
最
後
に
、「
す
べ

て
の
原
発
の
廃
炉
、
核
の
ゴ

ミ
の
道
内
処
分
を
許
さ
な
い

運
動
を
発
展
さ
せ
よ
う
」
と

し
た
集
会
決
議
を
採
択
し
、

幌
延
町
内
を
デ
モ
行
進
し
た
。

し
、
電
源
が
遮
断
し
た
。
北

海
道
・
幌
延
町
は
知
っ
て
い

た
が
報
告
を
遅
ら
せ
た
。
協

定
当
事
者
が
国
民
に
情
報
を

知
ら
さ
せ
な
け
れ
ば
安
心
・

安
全
は
な
い
。
こ
れ
が
原
子

力
の
本
質
。
幌
延
町
民
と
と

も
に
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
ま

や
か
し
を
考
え
、
知
ら
せ
、

反
対
運
動
を
展
開
し
よ
う
」

と
力
強
く
訴
え
た
。

　

集
会
で
は
、
住
民
団
体
な

ど
５
人
の
決
意
表
明
の
あ

と
、
来
賓
の
『
あ
さ
こ
は
う

す
』
の
小
笠
原
厚
子
さ
ん
が

あ
い
さ
つ
し
た
。
小
笠
原
さ

　

今
年
で
28
回
目
と
な
る
幌

延
デ
ー
が
11
月
23
日
、
幌
延

町
・
産
業
共
進
会
場
で
開
か

れ
、
道
北
平
和
運
動
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
中
心
に
約
８
０
０
人

が
参
加
し
た
。

　

道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
中
村
代
表
は
、「
自
民
党

の
石
破
幹
事
長
は
一
連
の
小

泉
元
首
相
の
発
言
で
、
国
民

に
核
廃
棄
物
の
最
終
処
分
地

問
題
を
隠
す
た
め
、
国
が
責

任
を
持
つ
と
発
言
し
た
。
本

年
２
月
６
日
に
、
地
下
研
究

施
設
で
約
１
時
間
に
渡
り
メ

タ
ン
ガ
ス
濃
度
が
急
上
昇

　

11
月
21
日
、
札
幌
市
・
自

治
労
会
館
で
北
海
道
平
和
運

動
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
催
の
「
第

４
回
憲
法
講
座
」
が
開
か
れ
、

２
５
０
人
が
参
加
し
た
。

　

道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ

し
、
特
定
秘
密
保
護
法
案
の

廃
案
を
訴
え
た
。
行
動
に
は

全
道
か
ら
約
80
人
が
参
加

し
、
あ
い
は
ら
参
議
、
え
さ

は
、
中
央
要
請
・
国
会
前
で

の
座
り
込
み
行
動
を
実
施

い
。
今
後
も
全
力
で
た
た
か

う
」
と
訴
え
た
。

　

勝
部
賢
志
・
民
主
党
幹
事

長
は
「
い
ま
民
主
主
義
や
基

本
的
人
権
、
平
和
が
脅
か
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
事
実
を
し

っ
か
り
と
認
識
し
、
北
海
道

か
ら
廃
案
の
声
を
上
げ
よ

う
。
民
主
党
も
し
っ
か
り
取

り
組
む
」
と
述
べ
た
。

　

11
月
25
日
か
ら
27
日
に

会
・
田
中
健
太
郎
副
委
員
長

が
「
札
幌
弁
護
士
会
も
廃
案

に
む
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
特
定
秘
密
の
範
囲
は
広

く
不
明
確
。
国
民
の
知
る
権

利
が
奪
わ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
戦
前
の
治
安
維
持
法
と

同
じ
よ
う
な
法
律
だ
。
法
案

成
立
後
は
国
民
を
徹
底
的
に

支
配
す
る
国
に
な
る
。
断
じ

て
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

　

は
じ
め
に
、
道
平
和
運
動

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
中
村
代
表
が

「
特
定
秘
密
保
護
法
案
は
、

国
民
の
知
る
権
利
や
報
道
の

自
由
を
制
限
す
る
重
大
な
憲

法
違
反
だ
。
多
く
の
国
民
が

実
態
を
知
ら
な
い
。
な
ん
と

し
て
も
廃
案
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
述
べ
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

札
幌
弁
護
士
会
憲
法
委
員

　

北
海
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
11
月
18
日
、
札
幌

市
・
大
通
西
４
丁
目
で
「
特
定
秘
密
保
護
法
案
の
廃
案

を
求
め
る
緊
急
集
会
」
を
開
き
、
市
民
ら
約
２
５
０
人

が
参
加
し
た
。
11
月
25
日
か
ら
27
日
に
は
、
中
央
要
請

と
国
会
前
で
座
り
込
み
行
動
を
行
っ
た
。

11月※ 27日現在

筆単組・総支部 65,207142

原発のない北海道の実現を求める

2014国際連帯カンパ

「全道100万人」署名集約状況

第１次集約 2013年12月中

　1991年の湾岸戦争に端を発する難民問題への緊急
救援カンパとしてスタートした自治労本部による
「国際連帯救援カンパ」。2014年度は、メインテー
マを「子どもの未来」として取り組みが進められま
す。本年度も最大限のご協力をお願いいたします。

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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公定価格の設定
　処遇改善は山場

　

上
川
地
方
本

部
定

期

大

会

で
、
13
年
担
っ

た
地
本
委
員
長

を
退
任
し
た
。

　

就
任
１
年
目

は
自
治
労
旭
川

大
会
現
地
実
行

委
員
長
、
そ
の
後
自
治
労
問

題
、
旭
川
市
病
組
合
脱
退
オ

ル
グ
、
地
本
・
町
村
会
共
催

の
市
町
村
合
併
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
自
治
労
全
国
野
球
大
会
、

夕
張
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

中
富
良
野
町
職
自
治
労
脱

退
、
地
本
委
員
長
専
従
、
上

川
地
協
連
合
会
長
兼
務
な
ど

本
当
に
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。

　

労
働
組
合
と
は
「
職
場
・

地
域
そ
し
て
社
会
を
変
え

る
」
組
織
だ
と
思
い
こ
の
間

運
動
を
し
て
き
た
。
そ
の
た

め
に
は
、
労
働
組
合
自
体
が

変
わ
る
こ
と
が
必
要
で
、
自

分
自
身
が
変
わ
る
こ
と
、
自

ら
が
組
織
を
変
え
る
こ
と
を

常
に
心
が
け
単
組
運
動
・
地

本
運
動
を
し
て
き
た
つ
も
り

だ
。
今
度
は
そ
ん
な
自
分
が
、

道
本
部
運
動
の
一
翼
を
担
う

こ
と
に
な
っ
た
。
あ
ま
り
気

づ
か
れ
て
い
な
い
が
重
責
か

ら
体
重
も
少
し
減
っ
た
。

　

今
の
心
境
は
「
あ
せ
ら

ず
、
し
か
し
、
確
実
な
自
治

労
運
動
の
前
進
」。厳
し
い
時

だ
か
ら
こ
そ
し
っ
か
り
と
前

を
む
い
て
歩
き
た
い
。
仲
間

と
と
も
に
。�

（
難
波
優
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

初めて体験した参加者も多かった「キンボールスポー
ツ」、徐々に好プレーが続出した＝10月12日、今金町

【
檜
山
地
本
発
】
檜
山
地
本

青
年
婦
人
部
で
は
、
Ｊ
Ｈ
Ｃ

（
自
治
労
檜
山
カ
ッ
プ
）
と

新
入
組
合
員
学
習
会
を
10
月

12
日
、
今
金
町
で
開
き
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ｈ
Ｃ
は
、
江
差
町
職
青

年
婦
人
部
が
行
っ
て
い
た
ス

ポ
ー
ツ
交
流
を
地
本
内
に
広

げ
た
も
の
で
、
今
年
で
4
回

目
で
す
。
大
会
に
は
６
単
組

33
人
が
参
加
し
、
相
互
の
団

結
力
を
養
お
う
と
「
キ
ン
ボ

ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
」
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

「
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
」
と
は
直
径
１
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
大
き
な
ボ
ー
ル
を

使
用
し
、
3
チ
ー
ム
で
「
サ

ー
ブ
」
や
「
レ
シ
ー
ブ
」
を

繰
り
返
し
て
得
点
を
競
う
も

の
で
、
チ
ー
ム
全
員
の
協
力

が
必
須
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が

初
め
て
の
体
験
で
最
初
は
ぎ

こ
ち
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

慣
れ
る
に
し
た
が
っ
て
攻
守

に
関
わ
ら
ず
好
プ
レ
ー
が
続

出
し
た
い
へ
ん
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
ま
た
、
終
了
後
に

は
新
入
組
合
員
学
習
会
を
開

校
し
、
組
合
運
動
の
必
要
性

に
つ
い
て
学
び
ま
し
だ
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
楽
し
く

プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き

た
」「
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
た

仲
間
と
も
和
気
あ
い
あ
い
と

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
」「
学
習
会
の
講
演
で
は
、

基
礎
的
な
こ
と
が
学
べ
て
参

考
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が

出
さ
れ
ま
し
た
。（
檜
山
地
本

青
年
婦
人
部
・
前
部
長
・
小

伊
勢
祐
太
）

『
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
』で
交
流
深
め
た

　

今
回
は
改
め
て
国
の
議
論

状
況
に
つ
い
て
確
認
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
」及
び
「
基
準
検
討
部
会
」

で
は
施
設
の
認
可
・
確
認
基

準
、
保
育
の
必
要
性
認
定
基

準
、
市
町
村
事
業
の
基
準
な

ど
の
確
定
作
業
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　

施
設
と
し
て
の
基
準
や
職

員
配
置
基
準
、
職
員
の
資
格
、

給
食
自
園
調
理
の
原
則
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い

て
、
最
終
案
が
固
ま
る
日
も

近
い
と
思
い
ま
す
。
年
明
け

以
降
は
各
自
治
体
で
の
検
討

も
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

基
準
の
策
定
が
終
わ
っ
て

か
ら
は
公
定
価
格
の
議
論
が

中
心
と
な
り
、
運
営
費
の
算

定
方
法
や
補
助
金
な
ど
の
財

政
措
置
、
利
用
者
負
担
割
合

と
い
っ
た
重
要
課
題
に
つ
い

て
来
年
の
４
月
、
５
月
あ
た

り
に
は
骨
格
を
提
示
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
定
価
格
の
設
定
、
特
に

人
件
費
の
算
定
方
法
に
つ
い

て
は
、
賃
金
に
直
接
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

関
係
労
働
者
の
処
遇
改
善
と

い
う
観
点
か
ら
は
、
こ
れ
か

ら
大
き
な
山
場
を
迎
え
る
と

言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

チャレンジ チルドレン・ファースト！ ㉜

全道から170人が参加した学習会。福島の現状や実態を学んだ＝天塩町

新組合旗を持つ（写真左から）、中野書記長、工藤委員長、
藤盛道本部副委員長

11.23

函
館
市
公
共
サ
ー
ビ
ス
労
働
組
合

公
共
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
処
遇
改
善

幌
延
デ
ー
北
海
道
青
年
女
性
学
習
会

職
場
改
善
か
ら
平
和
闘
争
に

春闘アンケート今年も

11
からはじまってます／25（月）

アンケート結果は、春闘討論

集会、機関紙、ホームページ

で報告します。

と
も
に
あ
い
く
み

開始日は単組によってちがいます

　

ド
イ
ツ
で
は
、
フ
ク
シ
マ
事
故
後
の
３

カ
月
と
い
う
、
早
い
時
期
に
「
２
０
２
２

年
全
原
発
停
止
」
を
決
め
た
。

　

私
は
、
こ
の
ド
イ
ツ
の
大
き
な
方
針

が
、
日
本
と
同
様
に
経
済
界
な
ど
の
反
発

で
揺
ら
ぐ
と
懸
念
し
た
が
驚
い
た
。
電
力

事
業
者
の
連
合
体
（
日
本
の
電
気
事
業
連

合
会
的
団
体
。）
が
、
脱
原
発
を
支
持
し
、

２
０
２
２
年
の
原
発
ゼ
ロ
と
、
そ
の
後
の

新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
構
築
に
む
け

着
々
と
準
備
を
す
す
め
て
い
る
。
原
発
を

推
進
し
て
き
た
保
守
党
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
）
関
係

者
も
、
原
発
利
用
が
復
活
す
る
こ
と
は
政

治
的
に
不
可
能
と
断
言
す
る
。

　

日
本
で
は
、
事
故
後
、
三
年
目
の
今
に

な
っ
て
も
原
発
に
対
す
る
姿
勢
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
将
来
像
も
決
め
な
い
ま
ま
、
な
し

崩
し
的
に
原
発
輸
出
に
奔
走
し
て
い
る
。

ド
イ
ツ
の
現
状
か
ら
日
本
を
見
る
と
、
そ

れ
は
狂
気
の
姿
に
見
え
る
。
こ
の
狂
っ
た

現
状
を
打
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

（
11
月
17
日
、
帰
国
中
の
機
内
に
て
）

原
発
輸
出
は
狂
気

⑥

道本部集約

12月６日
です

を
指
定
管
理
で
運
営
し
て
い

る
函
館
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
財
団
の
仲
間
と
と
も

に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
財
団
職
員
、
嘱
託
・
臨
時

職
員
の
処
遇
改
善
を
求
め
て

い
く
。

　

今
後
、
12
月
上
旬
に
函
館

市
職
労
と
函
館
市
役
所
関
連

職
員
労
働
組
合
連
合
会
（
仮

称
）
を
結
成
す
る
予
定
。

も
な
い
。
福
島
の
実
態
を
踏

ま
え
た
上
で
、
反
原
発
運
動

の
意
義
を
改
め
て
考
え
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
瀧
口
実
行
委
員

長
が
「
福
島
の
問
題
を
風
化

さ
せ
て
い
け
な
い
。
職
場
で

も
平
和
を
脅
か
す
課
題
が
幌

延
問
題
の
よ
う
に
当
た
り
前

に
存
在
し
て
い
る
。
職
場
の

改
善
か
ら
平
和
闘
争
に
つ
な

げ
よ
う
」
と
集
約
し
た
。

き
な
意
味
が
あ
る
。
結
成
大

会
前
に
は
、
函
館
市
嘱
託
臨

時
職
員
労
働
組
合
解
散
大
会

が
行
わ
れ
、
１
９
７
６
年
に

１
５
２
人
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
嘱
臨
労
の
歴
史
が
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
へ
と
す
す
む
。

　

新
組
合
は
、
現
在
も
嘱
託

職
員
の
加
入
拡
大
中
で
あ
り

嘱
託
臨
時
職
員
と
函
館
市
の

文
化
会
館
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設

な
い
』
と
い
っ
た
声
が
出
さ

れ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
定
年
ま
で
働
き
続
け
ら
れ

な
い
と
答
え
た
人
が
約
半
数

い
た
」
と
自
治
体
職
場
の
実

態
を
述
べ
た
。

　

最
後
に
、「
福
島
事
故
を
風

化
さ
せ
な
い
で
ほ
し
い
。
福

島
の
事
実
を
多
く
の
人
に
知

っ
て
ほ
し
い
。
決
し
て
他
人

事
で
は
な
い
。
自
分
に
は
関

係
な
い
と
思
え
る
根
拠
は
何

　

11
月
13
日
、
函
館
市
・
市

民
会
館
で
「
函
館
市
公
共
サ

ー
ビ
ス
労
働
組
合
結
成
大

会
」
が
開
か
れ
、
91
人
の
組

合
員
が
参
加
し
組
合
規
約
、

活
動
方
針
が
確
認
さ
れ
た
。

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手

と
し
て
、
正
規
職
員
、
嘱
託
・

臨
時
職
員
、
公
社
・
事
業
団

職
員
の
枠
を
超
え
た
労
働
組

合
の
結
成
は
社
会
的
に
も
大

が
慢
性
化
し
て
い
る
。
オ
ル

グ
で
『
震
災
以
降
懸
命
に
働

い
て
い
る
が
、
処
遇
が
改
善

さ
れ
ず
や
り
き
れ
な
い
思

い
』『
退
職
金
削
減
や
７
・
８

％
賃
金
削
減
の
話
を
聞
く
と

悔
し
い
気
持
ち
に
な
る
』『
住

民
か
ら
役
所
は
何
も
し
て
く

れ
な
い
と
苦
情
を
言
わ
れ
、

賃
金
も
下
が
り
辞
め
た
い
』

『
毎
月
超
勤
１
０
０
時
間
以

上
仕
事
し
て
い
る
が
終
わ
ら

員
長
（
道
本
部
青
年
部
長
）

が
「
幌
延
の
問
題
は
決
し
て

他
人
事
で
は
な
い
。
改
め
て

職
場
か
ら
平
和
を
考
え
る
き

っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
」
と

述
べ
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

そ
の
後
、
野
内
一
昭
・
自

治
労
福
島
県
本
部
青
年
部
副

部
長
が
、「
自
治
体
職
場
か
ら

見
た
福
島
の
現
状
」
と
題
し

て
講
演
し
た
。

　

野
内
さ
ん
は
、「
未
だ
放
射

能
汚
染
に
よ
っ
て
14
万
人
が

避
難
し
て
い
る
。
風
評
被
害

も
な
く
な
る
ど
こ
ろ
か
、
被

災
者
・
避
難
者
に
対
す
る
差

別
ま
で
お
こ
っ
て
る
」
と
現

地
の
状
況
を
説
明
し
た
。
さ

ら
に
、「
自
治
体
で
は
予
算
や

業
務
量
が
増
え
て
も
人
が
不

足
し
て
い
る
。
超
勤
予
算
で

一
人
雇
用
で
き
る
ほ
ど
超
勤

青
年
女
性
学
習
会
」
を
開
き
、

5
産
別
1
団
体
・
１
７
０
人

が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
瀧
口
実
行
委

　

北
海
道
平
和
友
好
祭
実
行

委
員
会
は
11
月
23
日
、
天
塩

町
・

社

会

福

祉

会

館

で

「
11
．
23
幌
延
デ
ー
北
海
道

新たな仲間


